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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 アスナロ及びメギから選ばれる植物の抽出物を有効成分とする排便、排尿若しくは生理
に起因する皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤。
【請求項２】
 抽出物が、水、炭化水素、一価アルコール、及び多価アルコールからなる群より選ばれ
る１種又は２種以上を溶媒として抽出されたものである請求項１記載の皮膚のかぶれ又は
かゆみ防止剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、かぶれやかゆみ、特に排泄等に起因して生じるかぶれやかゆみの予防、軽減に
有効な皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
皮膚のかぶれ、かゆみは様々な原因で発生するが、糞尿、経血等の排泄物によるかぶれ、
かゆみは例えば次のような原因で発生すると考えられる。すなわち例えば、糞便中の微生
物が産生するウレアーゼにより尿中の尿素がアンモニアに分解され、生じたアンモニアに
より糞便中のｐＨが上昇する結果プロテアーゼやリパーゼの活性が向上してかぶれが生じ
たり、またアンモニアそのものも炎症を起こす。さらにトイレットペーパー等での拭き取
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りの摩擦によってダメージを受けた皮膚は抵抗性が低下してさらに炎症が起きやすくなる
。拭き取り後に残存する糞便中の細菌が増殖し清潔を保てなくなり、これらの複合した影
響により、かぶれ、かゆみが生じる、と考えられている。
【０００３】
かかるかぶれやかゆみを防止するために例えば以下のような技術が知られている。ルスカ
ス、グァバ等より抽出されたウレアーゼ阻害物質を含有することを特徴とするアンモニア
発生防止剤（特開平８－１９５９５号公報）、油並びに抗菌剤及び／又は抗炎症剤を支持
体に含浸せしめたことを特徴とする皮膚洗浄保護材（特開昭６０－２１２１３４号公報）
、ホホバ油、天然スクワラン及びグリセリントリ－２－エチルヘキサノエートよりなる群
より選ばれる油の１種又は２種以上を含有することを特徴とする皮膚洗浄・清拭剤組成物
（特開昭５９－２２７８１５号公報）、水に実質的に不溶な平均粒径１００μｍ以下の粉
体を１～２０重量％含有する皮膚洗浄・清拭剤組成物（特開平４－１５４７１７号公報）
、チューベローズより得られる多糖類を配合したことを特徴とする皮膚洗浄清拭剤組成物
（特開平５－９７６５８号公報）、ヒバ油等の樹木精油を付着させたことを特徴とする芳
香抗菌サポータ／筒状包帯（特開平７－１２４１９７号公報）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらヒバの木から水蒸気蒸留して得られる精油成分であるヒバ油（特開平７－１
２４１９７号公報）は、抗菌性のあるヒノキチオールを含有するため、サポーターや包帯
に適用され、湿疹やあせも等の防止には効果があるとされているが、排便、排尿、生理等
に起因するかぶれやかゆみに対する効果は必ずしも十分ではない。また特開平８－１９５
９５号公報、特開昭６０－２１２１３４号公報、特開昭５９－２２７８１５号公報、特開
平４－１５４７１７号公報、特開平５－９７６５８号公報の技術は、排便、排尿、生理等
に起因するかぶれやかゆみに対する効果を有するが、更に効果が向上したかぶれ、かゆみ
防止剤が求められていた。
【０００５】
したがって本発明は、皮膚のかぶれやかゆみ、特に排泄等に起因して生じるかぶれやかゆ
みの予防、軽減に有効な皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは上記目的を解決すべく鋭意研究した結果、ヒノキ科植物、セリ科植物、及び
メギ科植物の溶媒抽出物が、かぶれやかゆみ、特に排泄等に起因して生じるかぶれやかゆ
みを有効に防止することができるを見出し、本発明を完成させた。
【０００７】
すなわち本発明は、ヒノキ科植物、セリ科植物、及びメギ科植物からなる群より選ばれる
１種又は２種以上の植物の全体又は部分を溶媒で抽出して得られた抽出物を有効成分とす
る皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤を提供するものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明に用いられる植物は、ヒノキ科植物（Ｃｕｐｒｅｓｓａｃｅａｅ）、セリ科植物（
Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ）、及びメギ科植物（Ｂｅｒｂｅｒｉｄａｃｅａｅ）からなる
群より選ばれる１種又は２種以上である。
【０００９】
ヒノキ科植物（Ｃｕｐｒｅｓｓａｃｅａｅ）としては、アスナロ属植物（Ｔｈｕｊｏｐｓ
ｉｓ）のアスナロ（Ｔｈｕｊｏｐｓｉｓ　ｄｏｌａｂｒａｔａ）、ヒノキアスナロ（別名
ヒバ、Ｔｈｕｊｏｐｓｉｓ　ｄｏｌａｂｒａｔａ　ｖａｒ．ｈｏｎｄａｉ）、ヒノキ属（
Ｃｈａｍａｅｃｙｐａｒｉｓ）のヒノキ（Ｃｈａｍａｅｃｙｐａｒｉｓ　ｏｂｔｕｓａ）
、サワラ（Ｃｈａｍａｅｃｙｐａｒｉｓ　ｐｉｓｉｆｅｒａ）、ネズミサシ属（Ｊｕｎｉ
ｐｅｒｕｓ）のビャクシン（Ｊｕｎｉｐｅｒｕｓ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、ネズミサシ（
Ｊｕｎｉｐｅｒｕｓ　ｒｉｇｉｄａ）、ネズコ属（Ｔｈｕｊａ）のネズコ（Ｔｈｕｊａ　
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ｓｔａｎｄｉｓｈｉｉ）等が挙げられ、その中でもアスナロ属植物が好ましく、アスナロ
が特に好ましい。セリ科植物としては、シシウド属（Ａｎｇｅｌｉｃａ）のトウキ（Ａｎ
ｇｅｌｉｃａ　ａｃｕｔｉｌｏｂａ）、シシウド（Ａｎｇｅｌｉｃａ　ｐｕｂｅｓｃｅｎ
ｓ）、ハマゼリ属（Ｃｎｉｄｉｕｍ）のセンキュウ（Ｃｎｉｄｉｕｍｏｆｆｉｃｉｎａｌ
ｅ）、ニンジン（Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｒｏｔａ）、ウイキョウ（Ｆｅｒｕｌａ　ａｓｓ
ａｆｏｅｔｉｄａ）、アニス（Ｐｉｍｐｉｎｅｌｌａ　ｏｓｔｒｕｔｈｉｕｍ）が挙げら
れ、メギ科植物としては、メギ（Ｂｅｒｂｅｒｉｓ　ｔｈｕｍｂｅｒｇｉｉ）、イカリソ
ウ（Ｅｐｉｍｅｄｉｕｍ　ｇｒａｎｄｉｆｌｏｒｕｍ）、ナンテン（Ｎａｎｄｉｎａ　ｄ
ｏｍｅｓｔｉｃａ）が挙げられる。
【００１０】
かかるヒノキ科植物、セリ科植物、及びメギ科植物は、全体又は葉部、小枝部（花実、毬
果を含む）、根部、幹部等のいずれの部位も用いることができ、ヒノキ科植物においては
材木として使用した後のおがくずを用いることもできる（以下ヒノキ科植物、セリ科植物
、メギ科植物の全体又は部分等であって、未加工のものを「原体」という）。
【００１１】
本発明に用いる溶媒としては、例えば水、及び石油エーテル、ｎ－ヘキサン、シクロヘキ
サン、トルエン、ベンセン等の炭化水素系溶媒、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化
炭素等のハロゲン化炭化水素類、ジエチルエーテル等のエーテル系溶媒、酢酸エチル等の
エステル系溶媒、アセトン等のケトン類、ピリジン等の塩基性溶媒、ブタノール、プロパ
ノール、エタノール、メタノール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ブ
チレングリコール等の一価又は多価アルコール系溶媒等が挙げられ、これらを１種又は２
種以上混合して用いることができる。このうち、水、炭化水素、一価アルコール及び多価
アルコールからなる群より選ばれる１種又は２種以上であることが好ましく、水、ｎ－ヘ
キサン、エタノールからなる群より選ばれる１種又は２種以上であることが特に好ましく
、水及び／又はエタノールであることが最も好ましい。
【００１２】
本発明に用いる抽出物は例えば、原体又は原体を乾燥もしくは乾燥することなく裁断、粉
砕等したものを、好ましくは３～１００℃、特に好ましくは３～７０℃で、上記溶媒を用
いて抽出し、適宜希釈、濃縮、又は凍結乾燥等を行うことにより得ることができる。例え
ば、アスナロ原体からの好ましい具体的抽出例としては、アスナロの乾燥粉砕物１００ｇ
をエタノール１ｌに浸漬し、室温でときどき攪拌しながら７日間抽出を行い、得られた抽
出液を濾過し、濾液を５℃で３日間静置した後、再度濾過して上清みを得る方法が挙げら
れる。
【００１３】
上記抽出物は、そのままかぶれ、かゆみ防止剤の有効成分として用いることができるが、
当該抽出物を濃縮後、更に適当な分離手段、例えばゲル濾過やシリカゲルカラムクロマト
法、高速液体クロマト法等により、活性の高い画分を分画して用いることもできる。更に
必要により、活性炭等を用いて脱臭、脱色等の精製処理を施してから用いることもできる
。
【００１４】
上記抽出物の、本発明のかぶれ、かゆみ防止剤への配合量は、固形分換算で０．０００１
～１０重量％、特に０．００１～５重量％であることが好ましい。この範囲であればかぶ
れ、かみゆ防止剤の製造が容易であるとともに、かぶれ、かゆみの防止効果がより高い。
【００１５】
本発明の皮膚のかぶれ、かゆみ防止剤は、特に排便、排尿、生理に起因するかぶれ、かゆ
みの防止に有効である。
【００１６】
本発明においては、本発明の効果を害さない範囲で、かぶれ、かゆみ防止剤に汎用されて
いる油性成分、界面活性剤、殺菌剤、防腐剤、消炎剤、保湿剤、アルコール類、キレート
類、ｐＨ調整剤、増粘剤、皮膚柔軟化剤、香料、精製水等を必要に応じて適宜配合するこ
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とができる。
【００１７】
本発明の皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤は、上記植物抽出物及びそれ他の成分を常法にし
たがって混合、攪拌し、必要により加熱、冷却等することにより製造することができる。
【００１８】
本発明の皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤の剤型は、皮膚に塗布又は噴霧できるものである
ことが好ましく、例えば液状、乳液状、クリーム状、軟膏状等が挙げられる。またスプレ
ー容器に充填し、スプレーする形態であってもよい。
【００１９】
本発明の皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤は、皮膚のかぶれやかゆみを防止することが望ま
れるあらゆる場所に任意の方法で利用することができる。たとえば、おむつなどの吸収材
によるかぶれの防止に使用する場合には、噴霧、浸漬、塗布、吸着、吸収等の方法により
あらかじめおむつ素材に付着させておいてもよいし、吸収材使用直前に吸収材の皮膚接触
面にスプレーしてもかまわない。また、排泄後の清拭剤に用いる場合には、清拭剤中に配
合して使用直前ペーパーや不織布に噴霧・含浸させてもよいし、あらかじめペーパー等に
含浸させておいてもよい。
【００２０】
【実施例】
次に実施例を示して本発明を更に詳細に説明するが、本発明は以下の実施例に限定される
ものではない。
【００２１】
製造例１
アスナロの乾燥した葉部・小枝部混合物１００ｇを常法によりエタノールで抽出し、濾過
後減圧濃縮し、アスナロエタノール抽出物とした（収量８．０ｇ（固形分、以下同じ））
。
【００２２】
製造例２
トウキの全草１００ｇを常法により熱水（６０℃）で抽出し、濾過後減圧濃縮し、トウキ
熱水抽出物とした（収量１０．１ｇ）。
【００２３】
製造例３
メギの全草１００ｇを常法によりｎ－ヘキサンで抽出し、濾過後抽出液の溶媒を留去、減
圧乾固し、これをメギｎ－ヘキサン抽出物とした（収量４．４ｇ）。
【００２４】
実施例１及び比較例１、２
表１に示す配合で常法にしたがい皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤を製造した。
【００２５】
【表１】

【００２６】
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試験例１
不織布（直径７mm、１００ｇ／ｍ2）に上記で得られた皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤を
含浸させた。含浸した防止剤と不織布との重量比は１：１であった。かかる含浸した不織
布を被験者の上腕内側に３時間閉鎖貼布した。次いでかかる不織布に２％アンモニア水溶
液を１５μｌ含浸させ、これを前記被験者の上腕内側に３時間閉鎖貼布した。パッチテス
ト用絆創膏を除去後、６０分後に紅斑を判定した。判定は以下の基準にしたがいスコア化
した。ただし判定が各段階の中間となるような場合には、その中央値を採用した。結果を
表１に示す。

【００２７】
表１より、実施例１の紅斑スコアは、抗炎症剤として知られるグアイアズレンを含む比較
例１のスコアより低く、アスナロエタノール抽出物が、おむつかぶれに対する予防、軽減
効果に優れていることが確認された。
【００２８】
実施例２及び比較例３、４
表２に示す配合で常法にしたがい皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤を製造した。
【００２９】
【表２】

【００３０】
試験例２
不織布（１００ｇ／ｍ2）に上記で得られた各皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤を含浸させ
（不織布と防止剤との重量比は１０：１）、拭き取り材を作製した。排便後の拭き取りに
かゆみ又は痛みを感じる人３０人を１０人ずつ３群に分け、排便後に各拭き取り材を用い
て清拭してもらった。かゆみ又は痛みの軽減が認められた人数を表２に示す。
【００３１】
表２より、アスナロエタノール抽出物は、水蒸気蒸留で得られたヒバ油よりかゆみ又は痛
みの軽減効果が高いことが確認された。
【００３２】
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実施例３、４及び比較例５
表３に示す配合で常法にしたがい皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤を製造した。
【００３３】
【表３】

【００３４】
試験例３
上記で得られた各皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤をスプレー容器に充填し、ペーパーに防
止剤をスプレーして（ペーパーと防止剤との重量比は１０：５）拭き取り材を作製した。
経血拭き取り時にかゆみ又は痛みを訴える人１５人を３群に分け、生理開始時から各拭き
取り材を用いて拭き取ってもらった。結果を表３に示す。
【００３５】
表３より、トウキエタノール抽出物、メギｎ－ヘキサン抽出物は、生理時の経血拭き取り
におけるかゆみ又は痛みを軽減する効果が高いことが確認された。
【００３６】
【発明の効果】
本発明の皮膚のかぶれ又はかゆみ防止剤は、皮膚のかぶれやかゆみ、特に排便、排尿又は
生理に起因するかぶれやかゆみの予防、軽減に有効である。
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